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3μｍワイドポアカラムによる高速分析

ワイドポアODSカラム Cadenza CW-C18 は，一般的なODSカラムに比べて表面積が約1/3であるた

め，分析条件を変えることなく約1/2程度に高速化することができます。しかも3μｍ粒子によるカラム

性能の向上が期待できます（クロマトグラム AおよびＢの比較）。さらに流量を上げれば，普通のHPLC

の圧力範囲で高速分離も可能です（クロマトグラム C-E）。

Sub-2umカラムによる高速分析は，かなりの高圧を必要とします。この点，3umワイドポアODS，

Cadenza CW-C18なら低圧でしかも高理論段というバランスのとれた分析が可能です。さらにSub-2um

では困難な250mmのような長いカラムによる高分解能・高速分析も可能です。また，塩基性化合物に

対する良好な応答や，高分子化合物への適用性，さらには水100%系移動相が使用可能など，

Cadenza CW-C18には多くのメリットがあります。
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water / acetonitrile = 45 / 55
37 deg.C, 260 nm

Cadenza CW-C18, 150 x 2 mm
0.6 mL/min, 25 MPa, N=16600

Cadenza CW-C18, 150 x 2 mm
0.5 mL/min, 21 MPa, N=16900

Cadenza CW-C18, 150 x 2 mm
0.4 mL/min, 17 MPa, N=17000

Cadenza CW-C18, 150 x 2 mm
0.3 mL/min, 12 MPa, N=17200
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Unison US-C18 (5um), 150 x 2 mm
0.3 mL/min, 5 MPa, N=11200
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